
子どもたちの声が、
まちを彩る未来へのカギ

旭市子ども議会…２　６月定例会 議案審議…５　常任委員会審査Q&A…６　審議結果一覧…７　市政を問う！ 一般質問…８

６月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。
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環境課長
　ゴミゼロ運動に草刈りを加えるのは、ごみと草を一緒
に回収することが困難なため難しいが、地区やボラン
ティア団体の方が公園等の草刈りをした場合、区長さん
等からの連絡で、その都度草の回収をしています。

建設課長　
　令和６年度のガードレールの予算については、人が水
路へ落ちるのを防止するために設ける柵の設置予算とし
て、484万円を計上し、東総工業高校西側の水路沿いに
約220mを整備します。

企画政策課長　
　よりよい社会を維持していくためにも、人の手でなけ
ればできない仕事と、ＡＩやロボットに任せることがで
きる仕事とをきちんと分担し、その上で効率的な活用を
進めていくことが、とても重要だと考えています。

　７月29日に令和６年度子ども議会が開催されました。一般質問を行ったのは、市内小・中学校20校から
選ばれた20名の子ども議員で、議場で行われる定例会本番さながらの一般質問の模擬体験をしました。
　議事進行役は旭市議会の飯嶋正利議長が務め、市長をはじめ各課長が質問に対して答弁にあたりました。

都市整備課長　
　公園では多くの子どもたちや家族が遊具で遊んだり、
ジョギングをしたり、様々な方が様々な目的をもって利
用しています。利用者の声を聴きながら、公園遊具の整
備についても研究していきたいと考えています。

旭市子ども議会令和６年度

　僕の通学路には、道のわきが雑草で
おおわれている場所が何か所かあり、
交通事故や、この時期はマダニも心配
です。年に２回のゴミゼロ運動で雑草
を取る活動を加えるというのはいかが
でしょうか。

雑草による環境問題について

旭を日本一住みよいまちに
　「日本一住みよいまちは旭市かもし
れない」を実現させるために、公園の
遊具増加を提案します。公園はいつも
たくさんの子どもが家族と遊んでいま
す。しかし、子どもの数に対して、遊
具が少ないと思います。

ガードレール設置の取り組みについて
　ガードレールは事故から歩行者を守
る等、生活を安全にしてくれるものだ
と考えます。市のガードレールの設置
予算はいくらで、どこへ設置する予定
でしょうか。現時点での取り組みと今
後の予定を伺います。

将来のＡＩ・ロボットの活用について
　ＡＩやロボットを活用することはいい
ことだと思いますが、仕事を取られて
しまったり、「人の手でつくる」よさがな
くなってしまうのではないかと考えまし
た。市では将来どのようにＡＩやロボッ
トを活用していこうと考えていますか。

次代を担う若い声を市政に！
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旭市子ども議会

企画政策課長　
　わかりにくいバス停へのベンチ等の設置については、
利用人数はもちろん、道路の幅等の安全性の問題もあり
ますので、そうしたことを踏まえたうえで検討していき
たいと考えています。

商工観光課長　
　グランピング施設については、様々な市町村でオープ
ンしているようです。旭市は、自然がいっぱいで美味し
いものもたくさんあります。これからのまちづくりを進
めていく中で、検討していきたいと思います。

教育総務課長　
　小・中学生への説明会やアンケート等については、各
学校の先生方と相談していきたいと考えています。そう
いった機会の場で、質問や様々な意見をお伺いすること
により、新たな「発想」が期待できます。

建設課長　
　ご質問の道路は、坂の下側から舗装の修繕工事を始め
たところですので、工事に併せてグリーベルトの設置を
考えています。皆さんが安全に道路を通行できるよう、
安全対策を進めていきたいと考えています。

企画政策課長　
　銚子市へ向かう観光客を立ち寄らせる観光地を道路沿
いに建設する予定は現在ありませんが、市では撮影隊を
誘致したり、観光イベントや観光ＰＲ、旭市に関する情
報発信等、積極的に行っています。

教育総務課長
　一番のメリットは友達が増えることだと思います。学
校再編で友達が増え、友達と競い合ったり、学びあった
りすることで豊かな人間性を身につけられるように教育
環境を充実させていくことを第一に考えています。

教育総務課長　
　プラスチックごみの削減の提案はとても素晴らしいも
のです。市教育委員会でも、プラスチックごみの削減の
提案に対してどのようなことができるか、引き続き考え
ていきたいと思います。

スポーツ振興課長　
　室内アスレチック等を建設する計画はありませんが、
運動やスポーツをすることは重要であると考えていま
す。市では、多くのスポーツイベントを実施し、健康の
維持増進に役立てていただきたいと思っています。

琴田小 議員

　わかりにくいバス停に屋根やベンチ
をつけることにより、バス停がわかり
やすくなり、日よけ、雨よけ、風よけ
にもなり快適になると思います。バス
停をもっとわかりやすく快適にし、たく
さんの方が利用できるよう提案します。

バスの利用をもっと身近に

　旭市に遊びに来た人たちがＳＮＳで発信
したくなるような遊びや映えスポットをつ
くる。例えば、自然を生かしたグランピン
グ施設。そこで旭の食材を提供し、野菜の
収穫体験等、自然を生かした体験を企画し、
活気のある旭市になってほしいと思う。

もっと良い旭市になるには

学校給食のプラスチックごみの削減

　市には雨天の際に室内で楽しめる施
設がとても少ないです。少子化対策や
大人の健康維持のために、天候に左右
されずに遊んだり運動したりすること
ができる、室内アスレチックの建設を
検討していただけないでしょうか。

屋内アスレチックの建設

小・中学校の再編について
　学校再編説明会について、地域住民
や保護者の方への説明会は開催されて
いますが、当事者である小・中学生へ
の説明会を開催する予定はないので
しょうか。新しい学校づくりに僕たち
もぜひ参加させてください。

岩井地区の通学路の危険について
　滝郷地域にはたくさんの危険な通学
路があります。滝郷学園付近の坂は歩
道がなく、交通量も多く大変危険です。
そのため、道路の舗装や白線の追加等
をする必要があるのではないかと思い
ます。

観光施設・産業のＰＲについて
　３月に銚子連絡道路が匝瑳市まで伸
び、今後、移動がますます便利になる
と思いますが、旭市は知名度が低いの
で、銚子市に来た観光客が立ち寄りた
くなるような観光地を道路沿いに建設
することを提案します。

学校の統廃合について
　僕の通っている飯岡小学校がなく
なってしまうことは寂しいし、利便性
が悪くなってしまうのではないかと思
いました。そこで、学校の統廃合に関
して、実施するメリットについて、わ
かりやすい説明をお願いします。
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　例えば、牛乳のストローを廃止した
り、パンの袋をなくし食缶から配膳し
たり、ゼリーの容器を紙にしたり等で
す。こうすることで、プラスチックご
みを削減できるだけでなく、環境問題
について学ぶ機会になると思います。
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教育総務課長　
　活用方法については、学校再編の準備委員会や地域の
皆さんとも話し合いを進め、伊藤議員やたくさんの人が
仲を深め合って、楽しいと思ってもらえるような場所と
なることを目指して、考えていきたいと思います。

建設課長　
　曇りを防止する加工が施されたミラーもありますの
で、地域の方からの意見を参考にしながら、曇りやすい、
凍結しやすい場所に設置されているミラーを、曇りにく
いミラーへ交換していきます。

教育総務課長
　閉校後の使い道はまだ決まっていません。大根議員の
アイデアも含めまして様々な活用例を調べて、地域の皆
さんにも活用していただけるような施設となるよう、話
し合いを進めていきます。

市長　
　鈴木議員の提案は豊かな発想で良いアイデアだと思い
ます。学校は地域とともに歩んできた歴史もありますの
で、地域とのつながりやニーズ等も含めて、たくさんの
活用の可能性を考えていきたいと思います。

教育総務課長　
　市では顧問と同じように指導をしたり、引率できたり
する「部活動指導員」を配置しています。補助については、
予算との関連があることから、国や県、他市町村の状況
を鑑みながら研究していきたいと考えます。

高齢者福祉課長　
　認知症の方への理解を深めてもらうために、「認知症サ
ポーター養成講座」を市内小・中学校においても開催し
ています。今後も全ての小・中学校で講座が開催できる
よう、取り組みを進めていきます。

教育総務課長　
　萬歳小学区や中和小学区から古城小に徒歩で登校する
のは大変だと思いますので、スクールバスでの登下校を
想定しています。今後、バスが何台必要で、どこの道を
走るか等について、具体的に検討していきます。

教育長　
　ラーケーションを導入することにより、平日に保護者
等が子どもと一緒に学び、活動できるようになるとされ
ています。効果や課題、すでに導入している市町村の状
況を鑑みながら、研究していきたいと考えます。

　萬歳地区は自然が豊かなため、都会
疲れをしている人を呼び込むのにいい
と思います。小さい子どもから大人ま
で楽しめ、泊まれる施設や憩いの場と
なる施設として活用すれば未来につな
げられると思いました。

統合後の校舎の使い道について

　カーブミラーの凍結対策をお願いし
ます。カーブミラーは、冬季に凍結し
て見えにくくなり、非常に危険な思い
をした友達もいます。凍結に強い材質
を使ったミラーにする等の対策をお願
いします。

交通安全に関わる設備や補助

　萬歳小学区や中和小学区から古城小
まで登校するのは遠くて大変だと思い
ます。そのため、スクールバスの運行
等があればいいなと思いますが、現時
点で、計画されていること等あれば教
えてください。

干潟地域小学校の統合に関わる疑問

　ラーケーションとは「ラーニング＝
学習」と「バケーション＝休暇」を組み
合わせた造語で、休暇を楽しみながら
勉強もできるシステムです。年に３回
取ることができ、家族で共通の時間が
とれるよう提案します。

学校における「ラーケーション」導入

伝統ある校舎を後世へつなげよう
　廃校施設の再利用について、銚子市
では地域の交流拠点として活用した
り、レンタル施設として体育館等を貸
し出しているとありました。廃校施設
を地域交流の場として活用することを
提案します。

統廃合後の学校施設の利用について
　学校には教室が多くあるため、その
一室を使用することで、個人が経営で
きるお店や塾、撮影用のスタジオにも
活用できるのではないかと思っていま
す。市では学校跡地はどのように利用
しようと考えていますか。

部活動の地域移行に向けての見通し
　クラブチームとして活動し、大会に
出場する場合、指導者には資格が必要
になると思います。資格取得のための
受験料等の費用や指導者への報酬につ
いて、市で補助していただけないで
しょうか。

若い世代の認知症に対する理解
　今後、増加する認知症について、私
たち若い世代も共に学び理解する必要
があります。そこで、交通安全教室等
のように、小・中学校で認知症につい
て学ぶ機会を市として確保していただ
くことはできないでしょうか。
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議 案 審 議６月
定例会

会期　６月６日～６月25日（20日間）

市長提出議案
●予算案件������������������２件
●条例案件������������������７件
●人事案件������������������２件
●その他案件��������������１件

議案
第１号

令
和
６
年
度

旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算

今
年
度
新
た
に
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

と
な
る
世
帯
に
給
付
金
を
支
給

　
令
和
６
年
度
に
新
た
に
住
民
税
非
課
税
、
ま

た
は
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
と
な
る
世
帯
に

対
し
、
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
と
、
そ
れ
ら
の

世
帯
の
う
ち
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
扶
養
し

て
い
る
世
帯
に
対
し
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５

万
円
を
給
付
す
る
。

問
３
つ
の
給
付
金
事
業
の
積
算
根
拠
を
伺
う
。

答
非
課
税
世
帯
の
対
象
は
、
住
民
税
課
税
情

報
等
を
参
考
に
、
1
6
0
0
世
帯
と
見
込

み
、
１
億
6
0
0
0
万
円
。
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
の
対
象
も
同
様
に
4
5
0
世
帯
と
見
込
み
、

4
5
0
0
万
円
。
子
育
て
世
帯
加
算
分
は
、
令

和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金
及
び
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
給
付
金
の
対
象
と
な
っ
た

世
帯
で
、
子
ど
も
加
算
の
対
象
と
な
っ
た
子
ど

も
の
人
数
割
合
を
参
考
と
し
て
2
6
0
人
と
見

込
み
、
1
3
0
0
万
円
。

問
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
確
認
書
を
送
付

し
、
返
信
を
も
ら
っ
て
支
給
す
る
が
、
過

去
に
は
同
様
の
や
り
方
で
漏
れ
た
方
が
い
た
。

過
去
の
支
給
実
績
を
伺
う
。

答
令
和
５
年
度
の
事
業
実
績
で
、
非
課
税
世

帯
の
確
認
書
対
象
が
６
３
８
８
世
帯
で
、

６
２
１
６
世
帯
に
給
付
、
給
付
率
は
97
・
３
％
。

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
の
確
認
書
対
象
が
１
２

７
０
世
帯
で
、
１
２
４
６
世
帯
に
給
付
、
給
付

率
は
98
・
１
％
。
子
ど
も
加
算
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
手
続
不
要
で
、
加
算
給
付
を
行
う

た
め
、
給
付
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
。
確
認
書
の

送
付
後
に
、
死
亡
す
る
方
や
転
出
等
の
世
帯
の

状
況
の
変
化
等
も
あ
り
、
給
付
率
は
１
０
０
％

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

65
歳
以
上
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
を
助
成

　
65
歳
以
上
の
方
と
60
歳
か
ら
64
歳
の
内
部
障

害
が
あ
る
方
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
が
原
則
有

料
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
予
防
接
種
促
進
を

図
る
た
め
、
予
防
接
種
費
用
に
か
か
る
国
の

助
成
に
加
え
、
市
独
自
に
接
種
１
回
あ
た
り

2
0
0
0
円
の
助
成
を
行
う
。

問
市
独
自
の
助
成
金
を
２
０
０
０
円
と
し
た

根
拠
を
伺
う
。

答
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
助
成
額
、
近
隣
の
状
況
、
様
々
な
助
成

の
金
額
や
接
種
率
を
試
算
し
、
決
定
し
た
。

問
国
が
８
３
０
０
円
の
補
助
を
す
る
の
に
、

な
ぜ
市
が
補
助
金
の
上
乗
せ
を
す
る
の
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
定
期
の
予
防
接
種
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
予
防

接
種
と
し
て
推
進
し
て
い
く
方
針
。
義
務
で
は

な
い
も
の
の
、
65
歳
以
上
の
方
や
重
症
化
す
る

方
に
対
し
て
は
、
重
症
化
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
少
し
で
も
負
担
を
軽
減
し
推
進

し
て
い
く
。

議案
第５号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車（
Ｉ
―
Ｂ
型
））

干
潟
分
署
で
使
用
し
て
い
る
同
種
車

両
を
老
朽
化
に
伴
い
更
新

問
市
で
所
有
し
て
い
る
ポ
ン
プ
車
の
台
数
は
。

ま
た
、
運
転
で
き
る
大
型
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
は
消
防
署
に
何
人
い
る
の
か
。

答
今
回
導
入
す
る
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
は
、
消
防
本
部
で
４
台
配
置
し
て
い
る
。

各
分
署
と
本
署
に
１
台
ず
つ
。
ま
た
、
水
槽
の

な
い
ポ
ン
プ
車
が
５
台
あ
る
。
こ
れ
も
各
分
署

と
本
署
に
１
台
ず
つ
と
予
備
車
が
１
台
本
署
に

置
か
れ
て
い
る
。
免
許
の
保
持
状
況
は
、
令
和

５
年
４
月
１
日
現
在
で
、
消
防
職
員
の
中
で
97

名
が
大
型
免
許
を
持
っ
て
い
る
。

　この定例会には、令和６年度一般会計補正予算、条例の一部改正、人事案件など12
議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意・承認されました。
　質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。ＱＲコードを読み取ると議案質疑の録画
映像をご覧いただけます。
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常任委員会審査Ｑ＆Ａ
議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、
賛成・反対を決め、本会議で報告します。質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。
詳しい内容を知りたい場合は９月中に掲載予定の会議録をご覧ください。

令和６年度旭市一般会計補正予算につ
いて（議案第１号）

Ｑ 物価高騰対応重点支援給付金給付
事業の解体・撤去工事２万円の内

容は。

Ａ 給付金の受付会場に仮設の電話機
を設置しており、撤去する場合の

工事費。
旭市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について（議案第２号）

Ｑ 旭市では、なぜ家庭的保育事業を
実施していないのか。

Ａ 旭市では待機児童は発生しておら
ず、今の体制で充足していると考

えられる。また、事業者等からの申し
出もないため。
旭市が設置する専用水道の水道技術管
理者の資格を定める条例の一部を改正
する条例の制定について（議案第３号）

Ｑ 基本的な改定の理由は。また、旭
市で、水道技術管理者に指定され

ている方の人数と資格の有効期限はあ
るのか伺う。

Ａ 職員数の減少により技術者の確保
が困難なこともあり、資格の緩和

という部分で、経験年数等でなるべく
多くの方に資格を取得してもらいたい
との意図がある。また、水道技術管理
者は上下水道課に２名在籍しており、
資格の有効期限はない。

審査結果
委員会付託の３議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。請願２件につ
いて、全員賛成で採択。

文教福祉常任委員会

旭市議会
会議録検索システム

令和６年度旭市一般会計補正予算につ
いて（議案第１号）

Ｑ 車両購入費830万3000円につい
て、ホイールローダーの購入方法

と車両のメンテナンス方法は。

Ａ車両の購入は一般競争入札で行う。
また、メンテナンス方法は業者委

託による自主点検を年１回行っている。

Ｑ 今まで使用していた車両は下取り
に出すことが可能なのか。

Ａ これまで使用した車両は下取りに
出す予定。

旭市水道の布設工事監督者及び水道技
術管理者に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について（議案第４号）

Ｑ 布設工事監督者を配置する工事の
範囲は。

Ａ 基本的に発注した工事全てに配置
する。

Ｑ １人の布設工事監督者が複数の工
事を監督することは可能なのか。

Ａ １人で複数の工事を担当すること
が可能。

審査結果
委員会付託の３議案について、全員賛
成で原案のとおり可決、承認。

建設経済常任委員会

蛇園南地区排水路整備事業現場

令和６年度旭市一般会計補正予算につ
いて（議案第１号）

Ｑ 自転車乗車用ヘルメット購入費補
助金について、915人分とした根

拠は。また、高齢者への周知方法は。

Ａ 千葉県の補助金要綱の規定では常
住人口の1000人未満切り捨ての

1.5％であるため、県に合わせて、市
も６万1000人の1.5％で設定した。
また、高齢者の周知については、老人
クラブや高齢者福祉課と協力し、周知
について検討していく。

専決処分の承認について（令和６年度
旭市一般会計補正予算）（議案第８号）

Ｑ 定額減税調整給付金給付事業の受
付業務委託料2418万5000円に

ついて、委託先と委託内容は。

Ａ 委託先は受付業務や人材派遣等を
請負う会社で、キャリアリンク株

式会社。委託内容は調整給付金対象者
への案内文書の封入作業や返送された
書類の審査業務、給付金の振込口座の
入力作業、来庁者への窓口対応、コー
ルセンター業務等を予定している。

審査結果
委員会付託の６議案について、全員賛
成で原案のとおり可決、承認。

総務常任委員会

消防本部で消防車両を視察
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令和６年第２回定例会 審議結果一覧

発議１　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について	
発議２　国における2025年度教育予算拡充に関する意見書の提出について
発議３　旭市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
発議４　旭市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

請願１　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願
請願２　「国における2025年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願

議案１	� 令和６年度旭市一般会計補正予算の議決について
議案２	� 旭市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて					   

議案３	 旭市が設置する専用水道の水道技術管理者の資格
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案４	 旭市水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案５	 財産の取得について（水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ
－Ｂ型））	

議案６	 旭市教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて

議案７	  �旭市固定資産評価員の選任につき同意を求める  
ことについて

議案８	�  �専決処分の承認について（令和６年度旭市一般会
計補正予算）

議案９	�  �専決処分の承認について（旭市税条例の一部を改
正する条例）

議案10	�  �専決処分の承認について（旭市都市計画税条例の 
一部を改正する条例）

議案11	�  �専決処分の承認について（旭市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例）

議案12	  ��専決処分の承認について（旭市過疎地域における
固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改
正する条例）

全員賛成で議決した議案等

市議会から国へ意見書を提出
請願第１号・第２号が採択されたことに伴う、発議第１号・第２号の可決により、内閣総理大臣、財務大臣、文部
科学大臣、総務大臣に意見書を提出しました。

《意見書抜粋》
義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
　義務教育費国庫負担制度は、憲法上の要請として、教育の機会均等とその水準の維持向上を目指して、子どもたち
の経済的、地理的な条件や居住地のいかんにかかわらず無償で義務教育を受ける機会を保障し、かつ、一定水準の教
育を確保するという国の責務を果たすものである。
　政府の主導する三位一体の改革の中で、国家財政の悪化から同制度を見直し、その負担を地方に転嫁する意図のも
とに、義務教育費国庫負担金の減額や制度そのものの廃止も検討された経緯がある。
　地方財政においても厳しさが増している今、同制度の見直しは、義務教育の円滑な推進に大きな影響を及ぼすこと
が憂慮される。また、同制度が廃止された場合、義務教育の水準に格差が生まれることは必至である。
　よって、国においては、21世紀の子どもたちの教育に責任を持つとともに、教育水準の維持向上と地方財政の安
定をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求める。
国における2025年度教育予算拡充に関する意見書
　以下の項目を中心に、2025年度にむけての予算の充実をしていただきたい。
１．災害からの教育復興にかかわる予算の拡充を十分にはかること
２．�少人数学級や小学校高学年専科を実現するため、公立義務教育諸学校の教職員定数を改善する計画を早期に策定・

実現すること
３．保護者の教育費負担を軽減するために義務教育教科書無償制度を堅持すること
４．現在の経済状況を鑑み、就学援助や奨学金事業にかかわる予算を更に拡充すること
５．�安心して学校生活を送れるよう、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等相談体制を充実させる

とともに多様な学びの場の充実を図り、誰もが学ぶことができる機会を保障すること
６．�安全・安心で個別最適な学びを実現する施設環境の整備にむけ、バリアフリー化や、洋式・多目的トイレ、空調

設備設置等の公立学校施設整備費を充実すること
７．�ＧＩＧＡスクール構想の着実な推進と教育ＤＸを加速化し、学校現場における校務の効率化や様々な課題に対応

できる環境を整えること
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一般質問
市政を問う！

第２回定例会

人
と
組
織
の
育
成
戦
略
に
つ
い
て

問
市
職
員
の
定
期
的
な
人
事
異
動

が
あ
る
が
、
今
後
多
様
化
す
る

行
政
へ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
も
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
す
る
人

事
体
制
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
一
般
行
政
職
は
特
定
の
分
野
に

限
ら
ず
様
々
な
部
署
に
配
属
さ

れ
る
。
し
か
し
、
今
後
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ

り
、
業
務
の
専
門
性
が
高
ま
る
こ
と
や
、

特
定
の
事
業
等
に
高
い
専
門
性
が
求
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

の
養
成
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
悪
質
な
苦
情
や
要
望
等
、
カ
ス

ハ
ラ
に
対
応
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
は
あ
る
の
か
。　
　
　
　
　

答
カ
ス
ハ
ラ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

な
い
が
、
不
当
要
求
行
為
等
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
活
用
し
て
い
る
。

問
他
自
治
体
で
は
、
カ
ス
ハ
ラ
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
カ
ス

ハ
ラ
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
暴

言
等
の
予
防
を
目
的
と
し
た
通
話
の
録

音
を
行
っ
て
い
る
。
先
進
地
に
倣
い
、
カ

ス
ハ
ラ
対
策
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。　

答
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は

不
当
要
求
行
為
等
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
、
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
に
つ
い
て
も
、
カ
ス

ハ
ラ
の
状
況
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

く
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
員
の
み
な
ら

ず
、
市
役
所
を
訪
れ
る
方
に
も
悪
影
響

を
与
え
る
社
会
問
題
で
あ
る
。
今
後
も

快
適
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境

の
整
備
や
、
市
民
の
皆
様
が
気
持
ち
よ

く
市
役
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
適
切
な
対
応
を
実
施
し
て
い
く
。

飼
い
主
が
い
な
い
猫
に
つ
い
て

問
公
園
等
に
捨
て
ら
れ
る
子
猫
は

後
を
絶
た
な
い
。
不
幸
な
命
を

減
ら
す
た
め
に
は
、
飼
い
猫
も
野
良
猫

も
適
正
に
管
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
無
料
で
不
妊
手
術
を
受
け
ら

れ
る
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
て
い
る
「
公

益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基
金
」
へ
行
政

枠
で
登
録
し
て
ほ
し
い
。
本
市
の
財
政

負
担
は
な
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
の
上
、
手
続
き
も
容
易
で
あ
る
。

答
市
外
か
ら
の
野
良
猫
の
流
入
等

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広

域
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

市
内
の
個
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

活
動
状
況
等
を
注
視
し
、
登
録
に
つ
い

て
は
、
近
隣
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い

け
る
よ
う
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

常世田 正樹 議員
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市
内
の
事
故
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

問
３
月
に
起
こ
っ
た
本
市
公
園
内

で
の
溺
水
事
故
を
受
け
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
。

答
公
共
施
設
2
0
0
か
所
を
緊
急

点
検
。
関
係
各
課
に
お
い
て
今

後
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
改
め
て
情
報

共
有
等
を
行
っ
た
。

問
情
報
共
有
を
す
る
た
め
に
は
詳

し
い
事
故
情
報
の
収
集
が
必
要

だ
が
、
事
故
対
応
に
関
与
し
た
警
察
・

消
防
・
医
療
機
関
等
と
の
情
報
連
携
は

十
分
な
の
か
。

答
関
係
機
関
相
互
に
お
い
て
詳
し

い
事
故
状
況
等
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
を
含
む
情
報
は
秘
匿
性
が
高

い
こ
と
か
ら
共
有
が
難
し
い
状
態
。

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
に
つ
い
て

問
こ
ど
も
基
本
法
成
立
を
受
け
、

施
策
へ
の
子
ど
も
の
意
見
反
映

を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
市
民

と
の
対
話
集
会
や
子
ど
も
議
会
、

各
種
計
画
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
の
意
見
聴
取
の
ほ
か
、
子
ど
も

が
意
見
を
伝
え
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、

意
見
を
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
等
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
学
校
の
校
則
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
が
主
体
的
・
積
極
的

に
意
見
を
上
げ
、
見
直
す
取
り
組
み
の

強
化
が
必
要
。
今
後
、
校
則
見
直
し
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
考
え
は
。

答
校
則
に
対
す
る
児
童
・
生
徒
、

保
護
者
の
意
見
聴
取
の
方
法
も

含
め
、
校
則
見
直
し
の
在
り
方
を
考
え

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

の
状
況
を
勘
案
し
て
判
断
し
て
い
く
。

女
性
管
理
職
割
合
の
向
上
の
た
め
に

問
女
性
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

支
援
が
充
実
し
て
い
る
先
進
事

例
も
あ
る
中
で
、
女
性
管
理
職
を
増
や

す
た
め
の
支
援
、
保
育
士
や
保
健
師
等
、

女
性
の
多
い
職
か
ら
の
積
極
的
な
管
理

職
登
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
本
年
４
月
策
定
の
第
３
次
特
定

事
業
主
行
動
計
画
に
お
い
て
、

女
性
が
管
理
職
に
就
き
た
い
と
思
え
る

職
場
環
境
の
整
備
、
機
運
を
醸
成
す
る

た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
と
し
て
い

る
。
今
後
働
き
方
の
多
様
化
も
見
込
ま

れ
る
た
め
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、

幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
人
材
登
用
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
中
央
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
、

市
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
今

後
の
対
応
を
伺
う
。　
　
　
　
　

答
空
き
店
舗
活
用
事
業
と
い
う
、

市
内
の
空
き
店
舗
の
改
装
費
や

賃
借
料
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
商
店
街
等
施
設
及
び
景
観

整
備
事
業
補
助
金
と
し
て
、
商
店
街
の

駐
車
場
借
り
上
げ
料
及
び
商
店
会
等
が

実
施
す
る
街
路
灯
等
の
整
備
に
対
し
て

も
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

問
埼
玉
県
北
本
市
で
は
、
ま
ち
に

愛
着
を
持
ち
住
み
続
け
て
も
ら

う
こ
と
、
多
く
の
人
が
ま
ち
の
活
動
に

参
加
し
、
ま
ち
の
活
力
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
的
に
令
和
２
年
度
か
ら
「
屋
外

仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
」
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
市
に
お
い
て
は
、
今
後
も
各
種

支
援
事
業
に
つ
い
て
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
国
や
県
の
支

援
対
策
等
も
商
店
街
の
方
々
に
情
報
提

供
し
な
が
ら
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創

出
、
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
転
入
者
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

金
は
新
規
雇
用
就
農
者
の
家
賃

に
つ
い
て
、
月
額
５
万
円
を
上
限
に
最

長
３
年
間
の
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
。

し
か
し
、
市
外
か
ら
来
た
方
で
、
農
業

法
人
に
勤
め
、
こ
の
支
援
金
を
受
給
し

て
い
た
方
が
、
市
内
の
農
家
に
嫁
い
で

農
業
法
人
を
辞
め
た
ら
返
還
だ
と
言
わ

れ
た
。
旭
市
の
農
家
に
嫁
い
で
い
る
の

に
返
還
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
支
援
金
は
市
内
に
転
入
し
、
か

つ
農
業
に
従
事
す
る
新
規
雇
用

就
農
者
に
対
し
支
給
し
て
い
る
。
農
業

法
人
等
を
退
職
し
農
業
以
外
の
職
業
へ

転
職
し
た
場
合
は
支
給
取
消
し
と
な
り

返
還
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
離
農
し
て
支
給
が
終
わ
る
の
は

仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
市
外

か
ら
来
て
本
市
に
住
み
続
け
て
も
ら
え

て
い
る
人
に
対
し
て
、
返
還
と
い
う
の

は
厳
し
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
離
農
を
許
容
す
る
と
労
働
力
確

保
を
目
的
と
し
た
支
援
と
な
り
、

ほ
か
の
産
業
の
雇
用
対
策
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
な
く
な
る
の
で
、
ご
理
解
を

願
い
た
い
。

井田 孝 議員

﨑山 華英 議員
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空
き
公
共
施
設
等
の
利
活
用
に
つ
い
て

問
小
・
中
学
校
統
合
後
の
空
き
校

舎
と
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
統

廃
合
と
並
行
し
て
検
討
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
設
置
す
る
学
校
再
編

準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
学
校
再
編
と

並
行
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
跡
地
利
用
を
効
果
的
に
進
め
て

い
く
た
め
、
跡
地
活
用
基
本
計

画
や
活
用
に
あ
た
っ
て
の
条
例
等
を
策

定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
地
域
の
意
見
を
優
先
し
つ
つ
、

市
の
基
本
と
な
る
考
え
方
や
検

討
体
制
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
基
本
方
針

等
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
地
域
の
意
見
を
拾
い
上
げ
る
の

は
当
然
の
話
だ
が
、
地
域
以
外

の
外
部
事
業
者
等
に
よ
る
跡
地
利
用
の

参
画
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
近
隣
市
町
で
は
、
サ※

ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
を
行
っ
た
上
で
プ
ロ

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

問
災
害
時
の
応
援
協
定
を
結
ん
で

い
る
団
体
と
の
情
報
共
有
の
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。　
　
　
　
　

答
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
団

体
は
50
件
。
団
体
か
ら
の
支
援

に
つ
い
て
は
プ
ッ
シ
ュ
型
で
は
な
く
、

市
か
ら
、
そ
の
都
度
、
各
団
体
に
必
要

物
資
や
必
要
数
量
等
を
要
請
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

問
身
体
の
不
自
由
な
方
も
安
心
し

て
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

答
避
難
所
と
な
る
施
設
の
多
く
に

多
目
的
や
身
体
の
不
自
由
な
方

が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
い
る
の
で
、
導
入
に
つ
い
て

は
調
査
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
広
域

的
な
利
用
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

県
と
し
て
導
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

電
話
de
詐
欺
対
策
に
つ
い
て

問
様
々
な
詐
欺
が
横
行
し
て
い
る

が
、
注
意
喚
起
が
届
き
に
く
い

高
齢
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報

伝
達
を
し
て
い
る
の
か
、
現
状
の
取
り

組
み
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
で
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
悪
質
商
法
や
契
約
ト

ラ
ブ
ル
等
、
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
毎
月
の
広
報
15
日
号
に
事
例

や
対
応
策
を
掲
載
し
て
い
る
。

問
犯
人
は
自
分
の
声
を
録
音
さ
れ

る
こ
と
を
警
戒
す
る
の
で
、
通

話
録
音
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
は
被
害

防
止
に
つ
な
が
る
。
県
で
も
予
算
化
さ

れ
て
い
る
留
守
番
電
話
機
能
の
な
い
固

定
電
話
用
の
簡
易
型
自
動
録
音
機
を
希

望
す
る
高
齢
者
に
配
付
で
き
な
い
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
簡
易
型
自
動
録

音
機
の
無
料
配
付
の
予
定
は
な

い
が
、
今
後
の
被
害
状
況
等
を
見
な
が

ら
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
や
難
聴
者
へ
の
窓
口

対
応
に
つ
い
て

問
庁
舎
窓
口
で
声
が
聞
こ
え
づ
ら

い
市
民
に
対
し
、
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
を
導
入
し
、 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
新
た
な
技
術
に
よ
る
製
品
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
既
に
導
入
し
て

い
る
自
治
体
の
窓
口
で
の
利
用
効
果
に

つ
い
て
の
情
報
収
集
を
図
る
等
し
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

島田 恒 議員

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
民
間
事
業
者
等
へ

公
募
を
行
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
地

域
の
意
見
を
踏
ま
え
て
必
要
と
な
れ
ば
、

文
部
科
学
省
の
「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
等
に
情
報
を
掲
載
し
、
事

業
者
へ
の
周
知
を
図
り
た
い
。

耕
作
放
棄
地
の
対
策
に
つ
い
て

問
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た

助
成
措
置
に
つ
い
て
、
本
市
独

自
の
助
成
措
置
は
あ
る
の
か
。

答
助
成
措
置
と
し
て
は
、
国
や
県

等
の
補
助
事
業
と
し
て
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
地
域
ぐ

る
み
の
保
全
活
動
を
支
援
す
る
事
業
や
、

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
遊
休
農
地

解
消
緊
急
対
策
事
業
が
あ
る
。
市
独
自

の
助
成
措
置
と
し
て
は
、
10
ａ
当
た
り

10
万
円
を
補
助
す
る
耕
作
放
棄
地
再
生

事
業
補
助
金
が
あ
る
。

問
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
な
が
ら

飼
料
作
物
を
栽
培
す
る
等
、
畜

産
農
家
や
水
田
農
家
と
効
果
的
な
耕
畜

連
携
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
牧
草
や
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

等
の
飼
料
作
物
は
、
条
件
の
悪

い
圃
場
で
も
比
較
的
取
り
組
み
や
す
い

こ
と
か
ら
、
耕
畜
連
携
と
飼
料
作
物
の

普
及
啓
発
を
図
り
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
や
解
消
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
。

伊藤 春美 議員
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本
市
の
財
政
状
況
に
関
し
て

問
本
市
の
お
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
、
１
人
で
も
多
く
の
市
民
に

賛
同
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
使
い
方
が
、

重
要
で
あ
る
が
、
市
民
の
声
を
ど
の
よ

う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　

答
市
民
の
声
を
実
現
す
る
こ
と
は

行
政
の
基
本
だ
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
声
、
市
民
の
声
を
代
弁
す
る
議

員
の
発
言
等
、
意
見
や
要
望
等
を
可
能

な
限
り
把
握
し
、
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
や

行
政
分
野
を
総
合
的
に
考
え
、
事
業
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や

要
望
だ
け
で
な
く
、
サ
イ
レ
ン
ト
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
、
多
く
の
市
民
の
声
な
き

声
も
し
っ
か
り
把
握
し
、
適
正
な
財
政

運
営
に
努
め
た
い
。

問
財
政
に
関
す
る
資
料
は
専
門
用

語
等
が
多
く
わ
か
り
に
く
い
。

そ
こ
で
行
政
用
語
を
極
力
控
え
て
、
カ

ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
や
図
表
、
漫
画
を
多
用

し
た
、
中
学
生
で
も
理
解
で
き
る
財
政

冊
子
を
作
成
し
、
活
用
す
る
取
り
組
み

を
提
案
す
る
。　
　
　
　

答
広
報
で
家
計
に
例
え
た
形
で
表

現
す
る
等
、
こ
れ
ま
で
分
か
り

や
す
い
公
表
に
努
め
て
き
た
。
今
後
は
、

他
団
体
の
よ
い
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
も
分
か
り
や
す
く
公
表
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。
ご
提
言
に
感
謝

す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金

は
恒
久
的
な
財
源
で
は
な
い
が
、

思
い
切
っ
た
投
資
が
で
き
、
後
世
に
評

価
さ
れ
る
未
来
の
た
め
の
使
い
方
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
市
も
、
こ
の

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
、
少
子
化
対

策
や
子
育
て
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
画
期

的
な
企
画
を
打
ち
出
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。　
　
　
　

答
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い

て
は
「
教
育
の
充
実
」
と
「
市

長
に
お
ま
か
せ
」
を
合
わ
せ
る
と
、
令

和
４
年
度
、
５
年
度
と
も
に
、
７
割
か

ら
８
割
の
寄
附
額
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
寄
附
金
に

つ
い
て
は
、
寄
附
者
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
今
後
も
教
育
の
充
実
は

も
と
よ
り
、
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支

援
と
い
っ
た
分
野
に
も
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
し
て

い
い
お
か
み
な
と
公
園
エ
リ
ア

の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問
み
な
と
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
た
め
の
要
件
は
。

答
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
の
許
可

が
必
要
。
許
可
の
要
件
と
し
て

は
、
県
や
市
等
が
、
直
接
実
施
す
る
も

の
や
共
催
ま
た
は
後
援
を
行
っ
て
い
る

も
の
と
聞
い
て
い
る
。

問
市
の
後
援
の
要
件
は
非
常
に
厳

し
い
。
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
活

動
を
市
民
が
自
主
的
に
や
る
場
合
に
、

後
援
を
取
り
や
す
い
よ
う
要
件
を
緩
和

す
る
事
は
で
き
な
い
か
。

答
要
綱
の
中
に
「
市
長
が
認
め
た

団
体
」
が
あ
る
の
で
、
設
置
目

的
や
活
動
内
容
、
構
成
員
等
の
状
況
を

精
査
し
た
上
で
案
件
ご
と
に
判
断
す
る
。

福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

問
身
体
が
不
自
由
で
髪
を
切
り
に

い
け
な
い
人
の
た
め
に
訪
問
理

美
容
が
あ
る
。
訪
問
理
美
容
に
補
助
を

し
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
か
、
県
内
の

状
況
を
伺
う
。　
　
　
　
　

答
23
自
治
体
で
補
助
を
実
施
し
て

い
る
。
補
助
の
内
容
と
し
て
は

出
張
費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
補
助

す
る
も
の
の
他
、
散
髪
料
金
の
一
部
を

補
助
す
る
等
様
々
で
あ
る
。

問
本
市
で
も
訪
問
理
美
容
の
補
助

を
検
討
で
き
な
い
か
。　
　
　

答
訪
問
理
美
容
の
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
導
入
の
予
定
は
な
い
が
、

在
宅
支
援
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
等

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
方
法
が
望
ま
し
い
か
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
廃
校
利
用
に
つ
い
て

◦
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

林 晴道 議員
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移
住
・
定
住
及
び
地
域
振
興
の
推
進
に
つ
い
て

問
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

現
状
と
活
動
内
容
は
。　
　
　

答
現
在
１
名
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
委
嘱
し
、
移
住
希
望
者
か

ら
の
相
談
対
応
や
、
市
内
を
案
内
す
る

ツ
ア
ー
の
実
施
、
移
住
さ
れ
る
方
、
さ

れ
た
方
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
移
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
移

住
相
談
会
へ
の
参
加
や
開
催
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
て
の
Ｐ
Ｒ
等
も
行
っ
て
い
る
。

問
他
市
で
は
就
農
希
望
者
を
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱

し
、
経
営
や
技
術
を
学
び
な
が
ら
農
家

研
修
を
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
お
り
、

隊
員
の
就
農
に
結
び
付
け
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か
伺
う
。　
　
　

答
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
の

目
的
は
、
協
力
隊
が
本
市
に
お

い
て
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

最
終
的
に
本
市
に
定
住
し
て
も
ら
う
も

の
。
協
力
隊
を
受
け
入
れ
る
体
制
、
任

期
終
了
後
に
定
住
に
結
び
つ
く
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
も
必
要
と
考
え

る
。
関
係
部
署
や
関
係
機
関
等
と
具
体

的
な
協
議
、
検
討
を
行
い
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
た
「
地
域
計

画
」
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
現
在
、
海
上
地
域
の
３
つ
の
小

学
校
区
で
農
業
関
係
者
の
話
合

い
の
場
を
設
け
、
現
況
地
図
に
よ
り
１

筆
ご
と
に
耕
作
者
や
土
地
の
所
有
者
の

方
々
と
調
整
を
行
い
「
目
標
地
図
」
を

作
成
し
て
い
る
。
残
り
の
小
学
校
区
に

つ
い
て
は
、
順
次
話
合
い
の
場
を
設
け
、

来
年
３
月
末
ま
で
に
公
表
す
る
予
定
。

問
「
目
標
地
図
」
の
作
成
に
向
け

て
は
、
ま
ず
農
地
の
受
け
手
と

な
る
認
定
農
業
者
や
担
い
手
の
意
向
を

し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要
。

耕
作
放
棄
地
や
条
件
の
悪
い
小
さ
な
畑

や
田
ん
ぼ
等
は
誰
が
農
地
を
引
き
受
け

て
耕
作
す
る
の
か
。

答
耕
作
放
棄
地
や
条
件
の
悪
い
農

地
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
計
画

策
定
に
向
け
た
農
業
者
と
の
話
合
い
の

中
で
、
農
地
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
耕

作
者
等
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

◦
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
あ
さ
ひ

形
成
事
業
に
つ
い
て 

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
中
心
市
街
地

と
の
連
携
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
が
繁
栄
す
れ
ば
、
旭
駅

の
中
心
市
街
地
も
繫
栄
す
る
と
い
う
よ

う
な
事
が
載
っ
て
い
る
。
お
ひ
さ
ま
テ

ラ
ス
を
こ
れ
か
ら
30
年
使
っ
て
い
く
と

し
て
、
40
億
円
ぐ
ら
い
の
お
金
を
こ
こ

に
投
入
す
る
。
こ
れ
は
ど
う
な
の
か
。

答
事
業
者
グ
ル
ー
プ
が
一
般
社
団

法
人
み
ら
い
あ
さ
ひ
を
設
立
し

た
。「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
の
部
分
が

繁
栄
し
て
く
れ
ば
、
そ
の
流
れ
を
旭
駅

周
辺
の
ほ
う
に
も
持
っ
て
い
く
と
い
う

活
動
を
、
今
し
て
い
る
。

問
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
、
市
長
の
報
告
で
は
、

令
和
５
年
度
は
約
18
万
人
と
の
こ
と
だ

が
、
正
確
な
利
用
状
況
を
伺
う
。

答
令
和
５
年
度
は
、
18
万
２
２
３

７
人
が
訪
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
５
年
度
は
合
計
１
３
７
回
実
施
、
３

８
０
７
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

問
18
万
人
を
3
6
5
日
で
割
る
と
、

１
日
約
5
0
0
人
。
２
階
の
お

ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
に
、
休
み
も
あ
る
が
毎

日
5
0
0
人
も
来
て
い
た
の
か
。

答
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
お
ひ

さ
ま
テ
ラ
ス
だ
け
を
カ
ウ
ン
ト
。

入
口
の
顔
認
証
で
だ
い
た
い
の
年
齢
と

性
別
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
あ
く
ま

で
も
、
施
設
に
入
っ
て
き
た
人
数
。

都
市
計
画
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

問
都
市
計
画
区
域
を
旧
３
町
へ
拡

大
し
、
建
ぺ
い
率
等
に
よ
り
、

建
て
替
え
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

市
は
支
援
策
等
の
補
助
を
す
る
の
か
。

答
援
助
等
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
が
、
個
別
の
相
談
が
適

切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
建
ぺ
い
率
で
は
20
坪
の
家
を
20
坪
の

ま
ま
で
建
て
替
え
る
の
が
難
し
い
だ
け

で
あ
っ
て
、
少
し
減
ら
し
て
18
坪
に
す

れ
ば
建
つ
。
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
つ
い
て

も
家
を
建
て
る
位
置
等
に
つ
い
て
、
個

別
に
相
談
に
応
じ
る
。

問
都
市
計
画
税
の
課
税
の
有
無
を

事
前
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
方
針
が

定
ま
っ
て
い
な
い
。
区
域
の
見

直
し
と
併
せ
て
課
税
区
域
等
を
研
究
中
。

方
針
が
定
ま
っ
た
ら
、
周
知
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

宮内 保 議員
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

旭
の「
食
」の
充
実
に
つ
い
て 

問
食
育
活
動
表
彰
で
は
農
家
個
人

の
活
動
と
し
て
、
学
校
給
食
へ

の
食
材
提
供
を
は
じ
め
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
地
元
の
農
産
物
を
食
べ
て
も
ら

い
、
農
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
地

道
な
活
動
を
30
年
以
上
続
け
る
千
葉
県

の
農
家
が
入
賞
。
農
家
だ
か
ら
で
き
る

取
り
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
学
校

給
食
は
日
本
の
食
生
活
、
食
習
慣
の
基

礎
と
な
る
。
給
食
に
よ
る
食
教
育
が

人
々
の
心
身
と
も
に
健
康
に
与
え
る
影

響
は
大
変
大
き
い
。
ど
う
い
う
人
た
ち

が
、
ど
う
い
う
気
持
ち
で
こ
の
ま
ち
の

子
ど
も
の
給
食
に
関
わ
る
か
が
大
変
重

要
。
旭
独
自
の
取
り
組
み
を
伺
う
。　

答
千
葉
県
食
肉
公
社
と
開
発
し
た

豚
レ
バ
ー
を
使
用
し
た
「
鉄
人

給
食
」
を
毎
月
提
供
し
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
令
和
５
年
に
千
葉
県
循

環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
と
し
て
、

県
知
事
よ
り
感
謝
状
を
頂
い
て
い
る
。

問
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
こ
う

む
っ
た
旭
、
こ
の
旭
で
産
業
と

し
て
備
蓄
食
料
、
保
存
食
料
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
。
防

災
だ
け
で
な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
、
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
と
も
つ
な
が
る

産
業
と
し
て
重
要
だ
と
思
う
が
、
旭
に

あ
る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

答
旭
市
産
の
農
水
産
物
を
使
っ
た

備
蓄
食
料
等
を
製
造
し
て
い
る

業
者
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
市
全
体
の
食
育
と
フ
ー
ド
ロ
ス

対
策
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

答
妊
婦
や
乳
児
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
両
親
学
級
、
離
乳
食
教

室
や
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
ヘ

ル
シ
ー
料
理
教
室
等
で
食
生
活
に
関
す

る
知
識
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

旭
の
防
災
と
災
害
対
応
に
つ
い
て 

問
３
月
議
会
で
旭
の
住
宅
の
耐
震

化
予
算
が
能
登
地
震
の
後
見
直

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
同
様
に
能
登
地
震
後
の
旭

市
の
避
難
訓
練
参
加
者
が
あ
ま
り
に
も

少
な
か
っ
た
。
大
震
災
を
経
験
し
た
ま

ち
な
の
に
こ
の
避
難
訓
練
の
状
況
で
い

い
の
か
、
市
の
避
難
訓
練
を
検
証
し
て

ほ
し
い
。
避
難
所
の
現
状
を
伺
う
。

答
指
定
避
難
所
は
旭
地
域
に
10
か

所
、
海
上
地
域
に
６
か
所
、
飯

岡
地
域
に
５
か
所
、
干
潟
地
域
に
７
か

所
、
合
計
で
28
か
所
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
旭
の
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
等
が
発

表
さ
れ
た
と
き
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー（
冷
房
が
効
い
た
部
屋
を
開

放
し
、
暑
さ
を
し
の
ぐ
施
設
）は
あ
る
の
か
。

答
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し

て
の
指
定
は
な
い
が
、
公
共
施

設
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
て
い
る
。

施
設
利
用
者
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
範
囲

で
、
涼
み
ど
こ
ろ
と
し
て
、
利
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問
公
共
施
設
に
冷
水
機
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。　

答
現
在
の
と
こ
ろ
公
共
施
設
に
新

た
な
冷
水
機
を
設
置
す
る
予
定

は
な
い
。
冷
房
が
効
い
て
い
る
建
物
内

は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
低
く
、
施
設
に

設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
販
売
機
等
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
ロ
ー
ソ
ン
海
上
後
草
店
の
交
差

点
か
ら
北
に
向
か
い
、
踏
切
ま

で
の
間
の
道
路
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
道
路

の
安
全
対
策
の
見
直
し
が
で
き
な
い
か
。

答
学
校
関
係
者
や
警
察
等
も
参
加

す
る
通
学
路
合
同
点
検
に
お
い

て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
駒
込
橋
の
欄
干
の
改
修
工
事
は

で
き
な
い
か
。　

答
昨
年
度
欄
干
の
一
部
に
つ
い
て

補
修
工
事
を
実
施
し
た
。
改
修

工
事
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施
に
向
け

て
駒
込
堰
を
所
有
す
る
関
東
農
政
局
等

の
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

早
急
に
改
修
工
事
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
向
上
に
つ
い
て

問
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費

に
補
助
は
で
き
な
い
か
。　

答
補
助
に
つ
い
て
は
、
本
議
会
で

補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

補
助
は
１
個
当
た
り
2
0
0
0
円
を
上

限
と
し
、
購
入
金
額
が
2
0
0
0
円
以

下
の
場
合
は
全
額
補
助
す
る
。
８
月
頃

か
ら
受
付
を
開
始
し
、
申
請
期
間
は
令

和
７
年
２
月
末
日
ま
で
を
予
定
し
て
い

る
。
今
年
の
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
も
の
が
補
助
対
象
に
な
る
の
で
、
既

に
購
入
し
た
方
や
近
い
う
ち
に
購
入
す

る
方
は
、
領
収
書
や
保
証
書
等
を
保
管

し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

◦
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

◦
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

戸村 ひとみ 議員

伊藤 房代 議員
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人
口
戦
略
会
議
の「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

の
分
析
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

問
県
内
22
市
町
が
「
消※

滅
可
能
性

自
治
体
」
に
該
当
す
る
と
し
た

人
口
戦
略
会
議
の
結
果
を
市
長
は
ど
う

受
け
止
め
た
の
か
率
直
な
考
え
を
伺
う
。

答
本
市
は
近
隣
の
中
で
唯
一
「
消

滅
可
能
性
自
治
体
」
に
該
当
せ

ず
、
厚
労
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
合
計
特

殊
出
生
率
も
１
・
31
で
県
北
東
部
で
は

最
も
高
い
数
値
。
公
表
結
果
に
つ
い
て

は
素
直
に
受
け
止
め
、
こ
れ
ま
で
の
ま

ち
づ
く
り
が
方
向
性
と
し
て
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
励
み
と
し
、
引
き

続
き
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
等
の

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

旭
市
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
子
宝
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
16
事

業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
伺
う
。

答
総
合
戦
略
の
点
検
・
評
価
の
た

め
毎
年
作
成
し
て
い
る
重
点
施

策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
実
績
で
回
答
す
る
。
合
計

特
殊
出
生
率
は
、
基
準
値
１
・
43
に
対

し
実
績
は
１
・
30
、
県
の
平
均
を
上
回

り
、
全
国
平
均
と
同
じ
率
。
出
生
数
は
、

基
準
値
３
９
６
人
に
対
し
実
績
は
３
３

４
人
、
基
準
値
を
10
％
以
上
下
回
っ
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

問
次
期
計
画
に
新
た
な
支
援
策
と

し
て
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
事
業
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
各
課
と
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
具
体
的
な
対

策
、
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
書
を
次
期

計
画
に
ど
う
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
皆
様
の
要
望
が
表
れ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
関
係
各
課
と
協
議

し
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
施
策
を
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
け
る
の
か
検
討
し
た
い
。

多
世
代
交
流
施
設『
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
』に
つ
い
て

問
中
高
生
が
利
用
す
る
に
あ
た
り

工
夫
し
た
点
を
伺
う
。

答
夏
季
休
業
中
は
自
由
研
究
や
趣

味
に
利
用
可
能
な
施
設
の
利
用

料
金
を
半
額
に
し
、
受
験
期
間
中
は
学

習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
一
部
施
設
を
無
料

に
す
る
等
の
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

旭
市
合
併
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に

つ
い
て
。

伊場 哲也 議員

ＱＲコードからアクセス！
一般質問の内容をもっと知りたいという方は、スマートフォンやタブレット端末で質問議員の
ＱＲコードを読み取ると、一般質問の録画映像をご覧いただけます。
※動画の再生には大量のデータ通信を行うため、Ｗｉ-Ｆｉ環境でのご利用を推奨します。

一般質問の内容を
もっと知りたい方は

※
消
滅
可
能
性
自
治
体
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
。
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意
見
書

意見書をオンラインで国へ提出することができる。

茅野市議会の皆さんと交流会 ワークラボ八ヶ岳を視察 神長官守矢史料館を視察

感染症の蔓延等により参集が困難な場合は、
オンラインで委員会を開くことができる。

　茅野市とは海と山の自然都市間で、市民、各種団体、産業経済、教育文化の交流を図ることや都市行政の相互研究
を行うこと等を基本として、旧旭市が昭和49年12月３日に姉妹都市提携を結び、４年に１度お互いの市を訪ね、交
流を深めている。
　今年度は旭市議会から正副議長と議会運営員会の委員が茅野市を訪問し、北八ヶ岳坪庭（溶岩自然園）を視察後、茅
野市役所８階大ホールにおいて、茅野市議会議員との交流会を行った。
　交流会では「議会活性化の取り組みについて」をテーマにお互いの議会の
状況や課題等を共有し、取り組み事例やこれからの議会について話し合い、
活発な意見交換を行うことができた。
　その後、茅野駅前の複合施設ベルビア２階のワークラボ八ヶ岳を視察し、
施設の概要説明を受け、施設内見学を行った。
　姉妹都市としてますます友好が深まったと同時に、さまざまな意見交換
をすることができ、姉妹都市交流は非常に実りある交流の場となった。

７月23～24日　旭市議会議員が長野県茅野市を訪問

茅野市議会議員と姉妹都市交流を実施

　地方議会に係る手続きのオンライン化を可能とする規定が含ま
れた、地方自治法の一部を改正する法律が令和５年５月８日に公
布され、令和６年４月１日から施行された。しかし、法改正によ
りオンライン化が可能となった手続きでも、会議規則や委員会条
例により書面等が要求されている場合があったことから、全国市
議会議長会の検討会議において、標準市議会会議規則及び標準市
議会委員会条例の改正が検討され、令和６年２月８日に全国市議
会議長会理事会で承認された。
　旭市議会においても標準会議規則等の改正を踏まえ、「旭市議会
会議規則」及び「旭市議会委員会条例」の一部改正が議会運営委員
会より発議され、原案のとおり可決された。

主な改正内容
◆�議案の提出、請願（陳情）書の提出、意見書の提出等、従

来は文書で行われていた手続きについて、インターネッ
ト等を活用したオンラインによる手続きで可能とする。

◆オンライン委員会の開催を可能とする。
◆�常用漢字の変更に伴う字句及び現在の規定では運営上の

支障となりえる条文を整理する。

議会に係る手続等のオンライン化・デジタル化

議会会議規則と委員会条例を改正

◦北八ヶ岳坪庭（溶岩自然園）
◦ワークラボ八ヶ岳
◦神長官守矢史料館

ここを視察してきました
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月定例会の予定

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

あさピーが解説

気になるあの用
・ ・

語
本紙で気になった
用語を解説するよ！

※�あさひ議会だよりは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読
みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

日 月 火 水 木 金 土
9/1 2 3

開会

4 5 6

議案質疑

7

8 9 10

一般質問

11

一般質問

12

一般質問
（予備日）

13

決算審査
特別委員会

14

15 16 17

決算審査
特別委員会

18

決算審査特別
委員会（予備日）

19

建設経済
常任委員会

20

文教福祉
常任委員会

21

22 23 24

総務
常任委員会

25 26 27

閉会

28

（９月３日～９月27日）９

　
こ
の
夏
は
恒
例
の
旭
市
子
ど
も

議
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
各
校
代

表
の
子
ど
も
達
か
ら
市
政
に
関
す

る
闊
達
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
例
え
間

違
っ
て
い
て
も
自
分
の
意
見
が
言

え
る
か
ど
う
か
が
、
子
ど
も
達
を

評
価
す
る
基
準
と
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
日
本
で
は
、
な
ぜ
か
正

し
い
か
正
し
く
な
い
か
を
気
に
し

て
、
自
分
の
意
見
が
言
い
づ
ら
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
協
調
性
を
重

ん
じ
る
日
本
の
良
い
部
分
で
あ
る

一
方
、
今
あ
る
ル
ー
ル
が
み
ん
な

に
と
っ
て
最
善
で
な
く
て
も
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

変
化
の
激
し
い
時
代
に
、「
昔

か
ら
こ
う
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
６
月
議
会
で
は
、

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
も
大

人
も
自
分
た
ち
の
意
見
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
市
政
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
委
員　
　
﨑
山　
華
英
）

永年勤続表彰
　第100回全国市議会議長会の定期総会で、市議
会議員として永く地方自治の伸展に貢献されたこ
とに対し、次の３名が表彰されました。

向後悦世議員

議員在職
20年以上表彰

宮内　保議員

議員在職
10年以上表彰

林　晴道議員

議員在職
10年以上表彰

旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
島
田　
　
恒

副
委
員
長　
常
世
田
正
樹

委　
員　
　
﨑
山　
華
英

委　
員　
　
戸
村
ひ
と
み

Ｑサウンディング調査ってな～に？

Ａ 事業発案段階や事業化段階に、事業内容等に関して、
直接の対話により民間事業者の意見や新たな提案の

把握等を行い、対象事業の検討を進展させるための情報
収集を目的とした調査。
　対象事業の検討の段階で広く対外的に情報提供するこ
とにより、当該事業への民間事業者の参入意欲の向上を
期待するものである
　また、地方公共団体の職員が自ら民間事業者とやり取
りすることにより市場を肌感覚でつかむことができると
いう点でも有意義である。

Ｑ消滅可能性自治体ってな～に？

Ａ 民間の有識者でつくる「人口戦略会議」が「日本
の地域別将来推計人口」に基づき、若年女性人

口が減少する限り出生数は低下することから、若年
女性人口が2020年から2050年
までの30年間で50％以上減少す
る自治体を「消滅可能性自治体」と
定義した。
　分析の結果、全国1729自治体
中744自治体が「消滅可能性自治
体」に分類された。

掲載は14ページ掲載は10ページ

みんな
分かったかな！
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